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要　　旨

　2008೥に観光ிがઃஔされ、ݱ在、੓෎が観光立ࠃの実ݱに向けてさまざまな観光ࡦࢪにऔり
૊Μでいる。また๚日֎ࠃ人ཱྀ行者も૿ٸしており、これらを受けた観光ফඅの૿Ճや地方経済
の活性化への೾及とਪਐがٻめられている。本ߘでは、観光、交通、マーケティング及び地域経
済活性化を౿まえた観光交通サービスと観光マーケティングにスϙοτを当てる。特に、ࢢ࡚ߴ
をয఺とした観光交通サービスと観光マーケティングを中৺とした実証分析にスϙοτをあて
る。
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̍．͸͡Ίʹ

　զがࠃは、人口ݮগやগྸߴࢠ化がਐ行しつつ、ফඅの௿໎や地方経済のർฐ等のさま

ざまな՝୊に௚໘している。そのようなݱঢ়の中で、観光を成௕ઓུの࣠の一つとして、

੓෎、地方ެஂڞ体やさまざまなا業が஫目し、観光੓ࡦや観光ઓུの構ஙにয఺を当て

ている。また観光分໺は、地域経済活性化の੾りࡳとしてظ଴されている。特に本ߘでは、

観光交通サービスと観光マーケティングにスϙοτを当てる。܈അࢢ࡚ߴݝをয఺とした

観光交通サービスと観光マーケティングを中৺とした実証分析を行う。

̎．観光と交通のؔੑ܎

　஛内ਖ਼人・஛内利ߐ・山ాߒ೭（2018）によれば、観光は、観光客、ཱྀ行者、観光資源、

観光関連産業及び観光客を受け入れる地域社会等によって構成され、日常のॅډ地を཭れ、

ҿ৯やؑ৆、体ݧをすることと見ている̍。

　大ڮত一編著（2017）は、観光のݪ఺について、観光対象の動きはなく、観光を行うސ

客すなわち人間が動くことが観光の本義である。観光の࢓事は、人を動かすこととし、日

常的な生活から཭れ、ଞの౔地で所ಘのফඅ活動を行うことが観光と見ている２。

　Ӌాߞ治؂म（2008）によれば、観光は、観光者と観光対象者にՃえて、両者を結ぶϞ

ϊやίτとして交通手段が存在することでは͡めて成立する。日常生活の場であるॅډ地

から観光地まで移動したり、いΖいΖな観光地を観て८るためには、交通手段が必要ෆՄ

ܽであると見ている̏。

٢ాॱ一著（2010）によると、観光を構成する重要な要素の̍つ・一෉・大௡ਖ਼࿨ڮߴ　

が交通手段である。交通手段は、観光者と観光対象の両者を結ぶ観光媒体の役割を担うも

のと捉えている̐。

　このことから、交通は、観光者と観光対象の両者を結ぶ重要な役割をՌたすことが分か

る。

̍ ஛内ਖ਼人・஛内利ߐ・山ాߒ೭（2018）『入໳観光学』ミネルヴァ書房、̍-̐ページ。
２ 大ڮত一編著（2017）『ݱ代の観光とϒランυ』ಉจؗ出版、̏-10ページ。
̏ Ӌాߞ治؂म（2008）『地域ৼڵと観光ビジネス』ジΣイティービー能力։発、210ページ。
。٢ాॱ一著（2010）『̍からの観光』੽学ࣷ、60ページ・一෉・大௡ਖ਼࿨ڮߴ ̐
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　谷口知司編著（2010）によれば、交通は人の移動手段として、観光業を支える機能を持

ち、観光地発展の背景には交通手段の存在がある。地方交通手段の発達の程度が、当該地

域の観光業の行方を決定付ける要因となると見ている５。

　井口貢編著（2008）によると、観光は、必ず移動のための手段が存在する。観光の多く

は、場所の移動をサービスとして提供する事業である交通事業を抜きには考えにくい。交

通サービスの特徴は、即時財、本源的需要、独占性や基盤整備との一体性であると見てい

る6。

　森地茂・伊藤誠・毛塚宏編集代表（2000）によれば、観光における交通の役割は、移動

手段となる交通だけでなく、観光地に移動するまでの時間を味わい深いものとすることが

必要となると見ている。観光における交通の役割は、広義に捉えることが望ましく、特に

利便性向上のための交通は、観光地の魅力の構成要素として、アクセスのしやすさ、観光

地内の移動のしやすさは重要であるとしている７。

　塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）によると、交通サービスは移動とい

う人々の日常生活を支える重要な社会インフラとしての役割として、当該地域の産業経済、

地域経済の発展及び活性化に貢献している。交通サービスと観光サービスの補完的な関係

から、両サービス間の協働が大きな意味を持つものとしている８。

　以上のことから観光は、観光客、観光資源、観光関連産業及び観光客を受け入れる地域

社会等さまざまな構成要素から成り立っていることがわかる。その中でも交通サービスは、

移動という人々の日常生活を支える重要な社会インフラとしての役割を持ち、観光者と

人々の観光行動の目的となる観光対象の両者を結ぶ観光媒体の役割を担うものである。ま

た観光における交通の役割は、単なる移動手段を超えた役割を持つ。さらに、観光サービ

ス及び交通サービスの両方が、当該地域の産業経済や地域経済の発展及び活性化に貢献す

ることがわかる。

３．観光交通と交通サービスの選択

　森地茂・伊藤誠・毛塚宏編集代表（2000）によると、観光交通は、観光を目的としてい

る移動であり、出発地から観光地までの移動、観光地間の移動、及び観光地から出発地ま

５ 谷口知司編著（2010）『観光ビジネス論』ミネルヴァ書房、44ページ。
6 井口貢編著（2008）『観光学への扉』学芸出版社、98-112ページ。
７ 森地茂・伊藤誠・毛塚宏編集代表（2000）『魅力ある観光地と交通』技報堂出版、２-９ページ。
８ 塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、26-29ページ。
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５ 谷口知司編著（2010）『観光ビジネス論』ミネルヴァ書房、44ページ。
6 井口貢編著（2008）『観光学への扉』学芸出版社、98-112ページ。
７ 森地茂・伊藤誠・毛塚宏編集代表（2000）『魅力ある観光地と交通』技報堂出版、２-９ページ。
８ 塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、26-29ページ。
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での移動なͲがあると見ている９。

　塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）によれば、交通の整備と観光のଅਐ

は、૬ޓに関連している。つまり、観光交通は、アクセスのվળにより、観光ࢢ場を૑出

及び֦大する。そして観光交通の発達により、観光঎඼のՁ֨௿྿化および඼࣭向上をも

たらす。また観光産業のৼڵによって、ޏ༻ޮՌを生Έ出し、ফඅ支出、あるいはインフ

ラ整備の౤資を通͡て、地域։発ޮՌをもたらすと見ている10。

　Ԭ本৳೭（2001）によると、観光交通とは、観光のために利༻される交通手段と見てい

る。また交通サービスは本源的な需要でなく೿生需要である。つまり、本源的な需要は観

光資源の観࡯ないし体ݧであるが、この需要が発生することによって೿生的に発生するの

が観光交通サービスに対する需要であると見ている11。

　このことから、観光交通が、観光ࢢ場の૑出や地域活性化に大きくӨڹを及΅すことが

分かる。

　塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）によれば、観光交通利༻のެڞは、

機能໘の特性がある。利༻者は、それͧれのサービス特性を利༻時にൺֱし、࢖い分けて

いる（表̍）。表̍を見ると、మ道では、༌ૹ力と定時性が重ࢹされ、ࣗ動ंでは、経済

性が重ࢹされることがಡΈऔれる。特に、ࣗ動ंの中のマイΧーでは、さらに、機動性の

。まりがあることがわかる12ߴ

ද̍ɹ֤観光交通ؔػのಛੑൺֱ

　 మ道
（৽װઢ）

మ道
（在དྷઢ）

ࣗ動ं
（όス）

ࣗ動ं
（マイΧー）

スϐーυ ˕ ˚ ˚ ˚
༌ૹ力 ˕ ˕ ˚ ʷ

移動ڑ཭ ʓ ʓ ˚ ʷ
経済性 ˚ ʓ ˕ ˕
定時性 ˕ ˕ ˚ ʷ
性ॅډ ˚ ˚ ʷ ʷ
機動性 ˚ ˚ ˚ ˕

（出所）塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、７ページ。

　谷口知司編著（2010）によると、ࣗ動ंとమ道での移動をൺֱした場߹、ࣗ動ंの༏Ґ

９ 森地茂・伊藤誠・毛塚宏編集代表（2000）『魅力ある観光地と交通』技報堂出版、̏ページ。
10 塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、11ページ。
11 Ԭ本৳೭（2001）『観光学入໳』༗൹ֳアルマ、96-101ページ。
12 塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、6ページ。
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性は、時間的な੍໿のなさ・ՙ෺・Ձ֨・機動性にݱれる。またࠃ内ཱྀ行においては、ࣗ

動ंとのڝ߹をいかにউち抜くかがओ要なテーマになると見ている1�。

　ଠా実・中島ஐ編著（2017）によれば、ࣗ動ंとమ道をൺֱした場߹、ࣗ動ंの利఺と

しては、移動に時間的੍໿がない、ՙ෺のӡൖが༰қであることや目的地มߋなͲが༰қ

にできることとしている。これらの利఺は、観光にమ道を利༻する場߹にはऑ఺となる一

方、この఺を෷১できれば、҆શ性がߴい、時間にਖ਼֬である及びӡ௞が௿྿である等の

利఺を持つమ道の༏Ґ性をࣔすことがՄ能になるとしている14。

　塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）によると、観光地へのアクセス手段

としてమ道が利༻される割߹は、目的地、ཱྀ行ܗଶ及びಉ行者の਺にґ存する。特定地఺

଺在ܕの観光ならばమ道が利༻しやすく、ෳ਺の観光地をप༡する場߹は、ࣗՈ༻ंやି

੾όスがమ道より便利で௿අ༻である。グルーϓཱྀ行では、ࣗՈ༻ंに割҆ײがあり、一

人ཱྀならばࣗՈ༻ंに割ײߴがあると見ている1�。

̓、٢ాॱ一著（2010）は、మ道の機能特性として・一෉・大௡ਖ਼࿨ڮߴ　 શ性がߴく、ڥ؀、

଎性に༏れており、大ྔ༌ૹがՄ能であߴ者や਎体のෆࣗ༝な方に༏しく、定時性やྸߴ

ることなͲをあ͛ている。またྸߴ化のਐ展に൐い、ྸߴ者等の生活の଍としてもమ道の

重要性がますますߴまってきているとݴえると見ている16。

　Ӌాߞ治؂म（2008）によれば、৽װઢやߴ଎道࿏、ۭߓなͲの交通ࢪઃ整備は、観光

地の発展に大きなޮՌをもたらしてきた。ޙࠓ৽たな交通ࢪઃが整備される地域やط存の

交通ࢪઃを༗ޮ活༻していくために、ೋ࣍交通は、重要な役割をՌたすと見ている17。

　以上のことより、観光交通は、観光のために利༻される交通手段であり、観光を目的と

している移動である。観光交通は、アクセスのվળにより、観光ࢢ場を૑出及び֦大さͤ

る。また観光産業のৼڵから、ޏ༻ޮՌを生Έ出す。さらに観光交通は、ফඅ支出、ある

いはインフラ整備の౤資を通͡て、地域։発ޮՌをもたらす。観光交通の利༻者は、֤観

光交通機関の特性をൺֱし、֤観光客のχーζにద߹するようにそれͧれをબ୒する。特

にࣗ動ंとమ道のൺֱを考えると、大まかにࣗ動ंは、時間的な੍໿のなさ、ՙ෺への対

Ԡや機動性に༏Ґ性がある一方、మ道は、̓ શ性や時間的ਖ਼֬性等の༏Ґ性があ͛られる。

1� 谷口知司編著（2010）『観光ビジネス論』ミネルヴァ書房、48ページ。
14 ଠా実・中島ஐ編著（2017）『৽・観光を学ぶ』ീઍ代出版、74ページ。
1� 塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、7�-8�ページ。
。٢ాॱ一著（2010）『̍からの観光』੽学ࣷ、�8ページ・一෉・大௡ਖ਼࿨ڮߴ 16
17 Ӌాߞ治؂म（2008）『地域ৼڵと観光ビジネス』ジΣイティービー能力։発、210ページ。Ӌాߞ治

؂म（2008）によれば、ೋ࣍交通とは、観光地にد࠷りのװઢ交通手段のλーミφル（ओ要Ӻやۭߓ
なͲ）とそれͧれの観光地を結ぶ交通手段と見ている。Ӌాߞ治؂म（2008）『地域ৼڵと観光ビジネ
ス』ジΣイティービー能力։発、224ページࢀরのこと。
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での移動なͲがあると見ている９。

　塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）によれば、交通の整備と観光のଅਐ
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及び֦大する。そして観光交通の発達により、観光঎඼のՁ֨௿྿化および඼࣭向上をも

たらす。また観光産業のৼڵによって、ޏ༻ޮՌを生Έ出し、ফඅ支出、あるいはインフ

ラ整備の౤資を通͡て、地域։発ޮՌをもたらすと見ている10。
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。まりがあることがわかる12ߴ

ද̍ɹ֤観光交通ؔػのಛੑൺֱ

　 మ道
（৽װઢ）

మ道
（在དྷઢ）

ࣗ動ं
（όス）

ࣗ動ं
（マイΧー）

スϐーυ ˕ ˚ ˚ ˚
༌ૹ力 ˕ ˕ ˚ ʷ

移動ڑ཭ ʓ ʓ ˚ ʷ
経済性 ˚ ʓ ˕ ˕
定時性 ˕ ˕ ˚ ʷ
性ॅډ ˚ ˚ ʷ ʷ
機動性 ˚ ˚ ˚ ˕

（出所）塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、７ページ。

　谷口知司編著（2010）によると、ࣗ動ंとమ道での移動をൺֱした場߹、ࣗ動ंの༏Ґ

９ 森地茂・伊藤誠・毛塚宏編集代表（2000）『魅力ある観光地と交通』技報堂出版、̏ページ。
10 塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、11ページ。
11 Ԭ本৳೭（2001）『観光学入໳』༗൹ֳアルマ、96-101ページ。
12 塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、6ページ。
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性は、時間的な੍໿のなさ・ՙ෺・Ձ֨・機動性にݱれる。またࠃ内ཱྀ行においては、ࣗ
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としてమ道が利༻される割߹は、目的地、ཱྀ行ܗଶ及びಉ行者の਺にґ存する。特定地఺

଺在ܕの観光ならばమ道が利༻しやすく、ෳ਺の観光地をप༡する場߹は、ࣗՈ༻ंやି

੾όスがమ道より便利で௿අ༻である。グルーϓཱྀ行では、ࣗՈ༻ंに割҆ײがあり、一

人ཱྀならばࣗՈ༻ंに割ײߴがあると見ている1�。

̓、٢ాॱ一著（2010）は、మ道の機能特性として・一෉・大௡ਖ਼࿨ڮߴ　 શ性がߴく、ڥ؀、

଎性に༏れており、大ྔ༌ૹがՄ能であߴ者や਎体のෆࣗ༝な方に༏しく、定時性やྸߴ

ることなͲをあ͛ている。またྸߴ化のਐ展に൐い、ྸߴ者等の生活の଍としてもమ道の

重要性がますますߴまってきているとݴえると見ている16。

　Ӌాߞ治؂म（2008）によれば、৽װઢやߴ଎道࿏、ۭߓなͲの交通ࢪઃ整備は、観光

地の発展に大きなޮՌをもたらしてきた。ޙࠓ৽たな交通ࢪઃが整備される地域やط存の

交通ࢪઃを༗ޮ活༻していくために、ೋ࣍交通は、重要な役割をՌたすと見ている17。

　以上のことより、観光交通は、観光のために利༻される交通手段であり、観光を目的と

している移動である。観光交通は、アクセスのվળにより、観光ࢢ場を૑出及び֦大さͤ

る。また観光産業のৼڵから、ޏ༻ޮՌを生Έ出す。さらに観光交通は、ফඅ支出、ある

いはインフラ整備の౤資を通͡て、地域։発ޮՌをもたらす。観光交通の利༻者は、֤観

光交通機関の特性をൺֱし、֤観光客のχーζにద߹するようにそれͧれをબ୒する。特

にࣗ動ंとమ道のൺֱを考えると、大まかにࣗ動ंは、時間的な੍໿のなさ、ՙ෺への対

Ԡや機動性に༏Ґ性がある一方、మ道は、̓ શ性や時間的ਖ਼֬性等の༏Ґ性があ͛られる。

1� 谷口知司編著（2010）『観光ビジネス論』ミネルヴァ書房、48ページ。
14 ଠా実・中島ஐ編著（2017）『৽・観光を学ぶ』ീઍ代出版、74ページ。
1� 塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、7�-8�ページ。
。٢ాॱ一著（2010）『̍からの観光』੽学ࣷ、�8ページ・一෉・大௡ਖ਼࿨ڮߴ 16
17 Ӌాߞ治؂म（2008）『地域ৼڵと観光ビジネス』ジΣイティービー能力։発、210ページ。Ӌాߞ治

؂म（2008）によれば、ೋ࣍交通とは、観光地にد࠷りのװઢ交通手段のλーミφル（ओ要Ӻやۭߓ
なͲ）とそれͧれの観光地を結ぶ交通手段と見ている。Ӌాߞ治؂म（2008）『地域ৼڵと観光ビジネ
ス』ジΣイティービー能力։発、224ページࢀরのこと。
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また観光地の発展には、一࣍交通からさらに、それらをうまく活༻し、地域の発展に役立

つೋ࣍交通のࢹ఺が重要であることがわかる。

޲の観光ಈࢢ࡚ߴ．̐

　これからࢢ࡚ߴの観光σーλを見ていく。࠷ॳ、ࢢ࡚ߴの観光入ࠐ客਺を見よう。

ਤ̍ɹฏ੒��೥౓ɹࢢ࡚ߴのݝ಺֎ผɹ観光ೖ٬ࠐ਺

（出所） ܈അݝ産業経済෦観光ہ観光෺産՝（2014）ʮ観光客਺・ফඅֹௐ （ࠪਪܭ）結Ռʯ
　　　  IUUQ���UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�LBOLPV�

ਤ̎ɹฏ੒��೥౓ɹࢢ࡚ߴの೔ؼΓɾ॓ധผの観光ೖ٬ࠐ਺

（出所） ܈അݝ産業経済෦観光ہ観光෺産՝（2014）ʮ観光客਺・ফඅֹௐ （ࠪਪܭ）結Ռʯ
　　　  IUUQ���UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�LBOLPV�

　ਤ̍のฏ成26೥度ࢢ࡚ߴのݝ内֎ผ観光入ࠐ客਺を見ていくと、܈അݝ֎からࢢ࡚ߴに

དྷる観光客よりも܈അݝ内からࢢ࡚ߴにདྷる観光客が多いことが分かる。特に、܈അݝ内

からࢢ࡚ߴにདྷる観光客が７割以上になっている18。またਤ２のฏ成26೥度ࢢ࡚ߴの日ؼ

り・॓ധผの観光入ࠐ客਺を見ていくと、ࢢ࡚ߴへの॓ധの観光入ࠐ客਺よりも日ؼりの

結Ռʯ（ܭਪ）観光෺産՝（2014）ʮ観光客਺・ফඅֹௐࠪہ産業経済෦観光ݝഅ܈ 18
 IUUQ���UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�LBOLPV�
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観光入ࠐ客਺が΄΅９割に達している19。

　一方࡚ߴ経済大学産業ڀݚ所編（2012）は、ࢢ࡚ߴچの観光資源について、࡚ߴ観Իを

は͡めとした観Ի山ٰྕ一ଳ、ࢢ࡚ߴの地場産業のだるまͮくりの源となっているগྛ山

達ຏࣉなͲであったとしている。ࢢ࡚ߴの観光地で࠷も人ؾがあるのは、ඪ1100̼ߴ付ۙ

にҐஔしている਀໊ބである。ۙ೥、਀໊ਆ社社Ոொのৼڵもਐめられ、਀໊山は多くの

観光客を਺えていると見ている20。

　このことから、ࢢ࡚ߴへの観光入ࠐ客は、܈അݝ֎から観光にདྷる観光客よりも܈അݝ

内にॅΉ人が、日ؼりでࢢ࡚ߴに観光にདྷる観光客が多いことが分かる。また࡚ߴ観Ի、

গྛ山達ຏࣉ及び਀໊山等のࣗવ資源等の地域ݻ༗の観光資源が๛෋である。観光資源の

分෍を捉えると、࡚ߴӺपลから཭れた߫ࢢ࡚ߴ֎の地域に༗力な観光資源があることが

わかる。

　࣍に、ฏ成20೥度にࢢ࡚ߴが実ࢪした観光に関するアンケーτௐࠪを見てΈよう21。

　ਤ̏のࢢ࡚ߴへのཱྀ行ر望者が๚れたいとࢥう場所を見ると、ୈ̍Ґが਀໊ބ・਀໊山

結Ռʯ（ܭਪ）観光෺産՝（2014）ʮ観光客਺・ফඅֹௐࠪہ産業経済෦観光ݝഅ܈ 19
 IUUQ���UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�LBOLPV�
。日本経済ධ論社、1�2-1��ページ『のॾ૬と地域的՝୊ࢢ࡚ߴ৽』所（2012）ڀݚ経済大学産業࡚ߴ 20
21 （出所）ࢢ࡚ߴ঎޻観光෦観光՝（2010）ʮࢢ࡚ߴ観光ৼܭڵըʯ
 IUUQ���XXX�DJUZ�UBLBTBLJ�HVONB�KQ�EPDT�2014011701847�pMFT�LBOLPV�LFJLBLV�QEG　�7ページ、དྷ๚者

アンケーτの対象者はߴ、 ཱྀ。へのདྷ๚者である。サンϓル਺は、1048だったࢢ࡚ 行ر望者アンケーτは、
。෺産展や観光サイτへのདྷ๚者である。サンϓル਺は、10�1だった࡚ߴ

ਤ３ɹࢢ࡚ߴ΁のཱྀرߦ๬ऀ͕๚Ε͍ͨと͏ࢥ৔ॴʢฏ੒��೥౓のௐࠪ݁Ռʣ

（出所）ߴ  ըʯܭڵ観光ৼࢢ࡚ߴ観光෦観光՝（2010）ʮ޻঎ࢢ࡚
  IUUQ���XXX�DJUZ�UBLBTBLJ�HVONB�KQ�EPDT�2014011701847�pMFT�LBOLPV�LFJLBLV�QEG　�9ページより

ච者࡞成。
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また観光地の発展には、一࣍交通からさらに、それらをうまく活༻し、地域の発展に役立

つೋ࣍交通のࢹ఺が重要であることがわかる。
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དྷる観光客よりも܈അݝ内からࢢ࡚ߴにདྷる観光客が多いことが分かる。特に、܈അݝ内

からࢢ࡚ߴにདྷる観光客が７割以上になっている18。またਤ２のฏ成26೥度ࢢ࡚ߴの日ؼ

り・॓ധผの観光入ࠐ客਺を見ていくと、ࢢ࡚ߴへの॓ധの観光入ࠐ客਺よりも日ؼりの
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 IUUQ���UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�LBOLPV�

2�

観光交通サービスと観光マーケティングに関する実証分析（美藤信也）

観光入ࠐ客਺が΄΅９割に達している19。

　一方࡚ߴ経済大学産業ڀݚ所編（2012）は、ࢢ࡚ߴچの観光資源について、࡚ߴ観Իを

は͡めとした観Ի山ٰྕ一ଳ、ࢢ࡚ߴの地場産業のだるまͮくりの源となっているগྛ山

達ຏࣉなͲであったとしている。ࢢ࡚ߴの観光地で࠷も人ؾがあるのは、ඪ1100̼ߴ付ۙ

にҐஔしている਀໊ބである。ۙ೥、਀໊ਆ社社Ոொのৼڵもਐめられ、਀໊山は多くの

観光客を਺えていると見ている20。

　このことから、ࢢ࡚ߴへの観光入ࠐ客は、܈അݝ֎から観光にདྷる観光客よりも܈അݝ

内にॅΉ人が、日ؼりでࢢ࡚ߴに観光にདྷる観光客が多いことが分かる。また࡚ߴ観Ի、

গྛ山達ຏࣉ及び਀໊山等のࣗવ資源等の地域ݻ༗の観光資源が๛෋である。観光資源の

分෍を捉えると、࡚ߴӺपลから཭れた߫ࢢ࡚ߴ֎の地域に༗力な観光資源があることが

わかる。

　࣍に、ฏ成20೥度にࢢ࡚ߴが実ࢪした観光に関するアンケーτௐࠪを見てΈよう21。

　ਤ̏のࢢ࡚ߴへのཱྀ行ر望者が๚れたいとࢥう場所を見ると、ୈ̍Ґが਀໊ބ・਀໊山

結Ռʯ（ܭਪ）観光෺産՝（2014）ʮ観光客਺・ফඅֹௐࠪہ産業経済෦観光ݝഅ܈ 19
 IUUQ���UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�LBOLPV�
。日本経済ධ論社、1�2-1��ページ『のॾ૬と地域的՝୊ࢢ࡚ߴ৽』所（2012）ڀݚ経済大学産業࡚ߴ 20
21 （出所）ࢢ࡚ߴ঎޻観光෦観光՝（2010）ʮࢢ࡚ߴ観光ৼܭڵըʯ
 IUUQ���XXX�DJUZ�UBLBTBLJ�HVONB�KQ�EPDT�2014011701847�pMFT�LBOLPV�LFJLBLV�QEG　�7ページ、དྷ๚者

アンケーτの対象者はߴ、 ཱྀ。へのདྷ๚者である。サンϓル਺は、1048だったࢢ࡚ 行ر望者アンケーτは、
。෺産展や観光サイτへのདྷ๚者である。サンϓル਺は、10�1だった࡚ߴ

ਤ３ɹࢢ࡚ߴ΁のཱྀرߦ๬ऀ͕๚Ε͍ͨと͏ࢥ৔ॴʢฏ੒��೥౓のௐࠪ݁Ռʣ

（出所）ߴ  ըʯܭڵ観光ৼࢢ࡚ߴ観光෦観光՝（2010）ʮ޻঎ࢢ࡚
  IUUQ���XXX�DJUZ�UBLBTBLJ�HVONB�KQ�EPDT�2014011701847�pMFT�LBOLPV�LFJLBLV�QEG　�9ページより

ච者࡞成。
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の71��ˋで、ୈ２Ґがനҥ大観Իの�0�4ˋだった。ୈ̏Ґが、গྛ山達ຏࣉ・だるま店の

�0�0ˋで、ୈ̐Ґが、਀໊ਆ社・社Ոொ（໳લそば）で、26�2ˋだった。ୈ̍Ґとୈ̐Ґは、

਀໊ބ・਀໊山・਀໊ਆ社・社Ոொ（໳લそば）といった࡚ߴӺからかなり཭れた地域で

あり、਀໊地域であることがわかる。

　一方、ਤ̐のࢢ࡚ߴへདྷ๚者が実ࡍに๚れた場所を見ると、ୈ̍Ґが਀໊ބ・਀໊山の

�7�4ˋで、ୈ２Ґがനҥ大観Իの�8��ˋだった。またୈ̏Ґが、਀໊ਆ社・社Ոொ（໳લそば）

で、18��ˋで、ୈ̐Ґが、গྛ山達ຏࣉ・だるま店の10�4ˋだった。ୈ̏Ґ以߱を見ると、

にࡍへདྷ๚者が実ࢢ࡚ߴう場所及びࢥ望者が๚れたいとر望するཱྀ行رへのཱྀ行をࢢ࡚ߴ

๚れた場所の両方にಎ۸Թઘ・観Ի山Թઘと܈അの森が入っていた。

Ӻपลへのདྷ๚者࡚ߴの利༻交通機関を見ていこう。ਤ５のࡍへདྷ๚者がདྷるࢢ࡚ߴ　

が利༻した交通機関を見ると、ୈ̍Ґがిं（在དྷઢ）の�7�2ˋ、ୈ２ҐがࣗՈ༻ंの

2��0ˋ、ୈ̏Ґが、ిं（৽װઢ）の20�0ˋだった。一方、ਤ6の߫ࢢ࡚ߴ֎へのདྷ๚者

が利༻した交通機関を見ると、ୈ̍ҐがࣗՈ༻ंの76�8ˋ、ୈ２Ґがి （ं在དྷઢ）の6�4ˋ、

ୈ̏Ґが、ిं（৽װઢ）の��4ˋだった。ୈ̏Ґ以߱を見ると、࡚ߴӺपลへのདྷ๚者

が利༻した交通機関及び߫ࢢ࡚ߴ֎へのདྷ๚者が利༻した交通機関の両方ともஂ体όス、

࿏ઢόス及びߴ଎όスがଓいた。このことから、ࢢ࡚ߴへདྷ๚する観光客は、ిंかࣗՈ

༻ंを利༻しているケースがߴいことがわかる。

ਤ̐ɹࢢ࡚ߴ΁དྷ๚ऀ͕࣮ࡍʹ๚Εͨ৔ॴʢฏ੒��೥౓のௐࠪ݁Ռʣ

（出所）ߴ   ըʯܭڵ観光ৼࢢ࡚ߴ観光෦観光՝（2010）ʮ޻঎ࢢ࡚
IUUQ���XXX�DJUZ�UBLBTBLJ�HVONB�KQ�EPDT�2014011701847�pMFT�LBOLPV�LFJLBLV�QEG　�9ページより
ච者࡞成。

2�

観光交通サービスと観光マーケティングに関する実証分析（美藤信也）

ਤ̑ɹ࡚ߴӺपล΁のདྷ๚ऀ͕ར༻ͨ͠交通ؔػʢฏ੒��೥౓のௐࠪ݁Ռʣ

ਤ̒ɹ߫ࢢ࡚ߴ֎΁のདྷ๚ऀ͕ར༻ͨ͠交通ؔػʢฏ੒��೥౓のௐࠪ݁Ռʣ

（出所）ߴ   ըʯܭڵ観光ৼࢢ࡚ߴ観光෦観光՝（2010）ʮ޻঎ࢢ࡚
 IUUQ���XXX�DJUZ�UBLBTBLJ�HVONB�KQ�EPDT�2014011701847�pMFT�LBOLPV�LFJLBLV�QEG　40ページより
ච者࡞成。

　このことから、ࢢ࡚ߴへの観光ر望者が๚れたいとࢥうࢢ࡚ߴの場所とདྷ๚者が実ࡍに

๚れた場所が、਀໊ބ・਀໊山、നҥ大観Ի、গྛ山達ຏࣉ・だるま店及び਀໊ਆ社・社

Ոொ（໳લそば）で΄΅ಉ͡であることがわかる。またそれらの人ؾのある観光資源の場

所は、֤々の観光資源がۙい場所にあるわけではなく、また࡚ߴӺपลから཭れたࢢ࡚ߴ

߫֎の地域にあることがわかる（ਤ７をࢀর）。
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の71��ˋで、ୈ２Ґがനҥ大観Իの�0�4ˋだった。ୈ̏Ґが、গྛ山達ຏࣉ・だるま店の

�0�0ˋで、ୈ̐Ґが、਀໊ਆ社・社Ոொ（໳લそば）で、26�2ˋだった。ୈ̍Ґとୈ̐Ґは、

਀໊ބ・਀໊山・਀໊ਆ社・社Ոொ（໳લそば）といった࡚ߴӺからかなり཭れた地域で

あり、਀໊地域であることがわかる。

　一方、ਤ̐のࢢ࡚ߴへདྷ๚者が実ࡍに๚れた場所を見ると、ୈ̍Ґが਀໊ބ・਀໊山の

�7�4ˋで、ୈ２Ґがനҥ大観Իの�8��ˋだった。またୈ̏Ґが、਀໊ਆ社・社Ոொ（໳લそば）

で、18��ˋで、ୈ̐Ґが、গྛ山達ຏࣉ・だるま店の10�4ˋだった。ୈ̏Ґ以߱を見ると、

にࡍへདྷ๚者が実ࢢ࡚ߴう場所及びࢥ望者が๚れたいとر望するཱྀ行رへのཱྀ行をࢢ࡚ߴ

๚れた場所の両方にಎ۸Թઘ・観Ի山Թઘと܈അの森が入っていた。

Ӻपลへのདྷ๚者࡚ߴの利༻交通機関を見ていこう。ਤ５のࡍへདྷ๚者がདྷるࢢ࡚ߴ　

が利༻した交通機関を見ると、ୈ̍Ґがిं（在དྷઢ）の�7�2ˋ、ୈ２ҐがࣗՈ༻ंの

2��0ˋ、ୈ̏Ґが、ిं（৽װઢ）の20�0ˋだった。一方、ਤ6の߫ࢢ࡚ߴ֎へのདྷ๚者

が利༻した交通機関を見ると、ୈ̍ҐがࣗՈ༻ंの76�8ˋ、ୈ２Ґがి （ं在དྷઢ）の6�4ˋ、

ୈ̏Ґが、ిं（৽װઢ）の��4ˋだった。ୈ̏Ґ以߱を見ると、࡚ߴӺपลへのདྷ๚者

が利༻した交通機関及び߫ࢢ࡚ߴ֎へのདྷ๚者が利༻した交通機関の両方ともஂ体όス、

࿏ઢόス及びߴ଎όスがଓいた。このことから、ࢢ࡚ߴへདྷ๚する観光客は、ిंかࣗՈ

༻ंを利༻しているケースがߴいことがわかる。

ਤ̐ɹࢢ࡚ߴ΁དྷ๚ऀ͕࣮ࡍʹ๚Εͨ৔ॴʢฏ੒��೥౓のௐࠪ݁Ռʣ

（出所）ߴ   ըʯܭڵ観光ৼࢢ࡚ߴ観光෦観光՝（2010）ʮ޻঎ࢢ࡚
IUUQ���XXX�DJUZ�UBLBTBLJ�HVONB�KQ�EPDT�2014011701847�pMFT�LBOLPV�LFJLBLV�QEG　�9ページより
ච者࡞成。

2�

観光交通サービスと観光マーケティングに関する実証分析（美藤信也）

ਤ̑ɹ࡚ߴӺपล΁のདྷ๚ऀ͕ར༻ͨ͠交通ؔػʢฏ੒��೥౓のௐࠪ݁Ռʣ

ਤ̒ɹ߫ࢢ࡚ߴ֎΁のདྷ๚ऀ͕ར༻ͨ͠交通ؔػʢฏ੒��೥౓のௐࠪ݁Ռʣ

（出所）ߴ   ըʯܭڵ観光ৼࢢ࡚ߴ観光෦観光՝（2010）ʮ޻঎ࢢ࡚
 IUUQ���XXX�DJUZ�UBLBTBLJ�HVONB�KQ�EPDT�2014011701847�pMFT�LBOLPV�LFJLBLV�QEG　40ページより
ච者࡞成。

　このことから、ࢢ࡚ߴへの観光ر望者が๚れたいとࢥうࢢ࡚ߴの場所とདྷ๚者が実ࡍに

๚れた場所が、਀໊ބ・਀໊山、നҥ大観Ի、গྛ山達ຏࣉ・だるま店及び਀໊ਆ社・社

Ոொ（໳લそば）で΄΅ಉ͡であることがわかる。またそれらの人ؾのある観光資源の場

所は、֤々の観光資源がۙい場所にあるわけではなく、また࡚ߴӺपลから཭れたࢢ࡚ߴ

߫֎の地域にあることがわかる（ਤ７をࢀর）。
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ਤ̓ɹࢢ࡚ߴのओཁͳ観光ݯࢿの෼෍ʢචऀ࡞੒ʣ

　一方、དྷ๚者がࢢ࡚ߴへདྷるࡍのओ要な利༻交通機関は、࡚ߴӺपลへのདྷ๚者及びߴ

いことがߴ通してڞへのདྷ๚者が利༻した交通機関のいずれもࣗՈ༻ंの割߹が֎߫ࢢ࡚

わかる。特に、࡚ߴӺपลへのࣗՈ༻ंを利༻したདྷ๚者は、ୈ２Ґの2�ˋである一方、

へのདྷ๚者が利༻した交通機関では、80ˋۙくを占めている。一方、在དྷઢや֎߫ࢢ࡚ߴ

৽װઢをؚΉిंは、߫ࢢ࡚ߴ֎へのདྷ๚者が利༻した交通機関は、両方を߹わͤて９ˋ

に対し、ࢢ࡚ߴの࡚ߴӺपลへのདྷ๚者では、両方を߹わͤて�7ˋと൒分以上をࣔしてお

り、ࢢ࡚ߴへདྷ๚するࡍ、ࣗՈ༻ंを利༻した観光χーζがߴいことがわかる。

̑．観光஍のັྗと観光धཁ

を及΅す要因を魅力度と見ていڹによれば、観光需要にӨ（2006）ོ߂༟美・山内ాח　

る。それには、観光資源、アクセスビϦティ及び観光੓ࡦ・事業という̏つの໘があると

している。観光資源があるだけでは魅力にならず、資源を活かすためには、それに対する

੓ࡦや事業が必要となり、また、アクセγビϦティも重要なҐஔを占めると見ている22。

　またాଜਖ਼ل編著（2012）によると、観光地へのڑ཭及びアϝχティが、観光地の魅力

を決める要因となる。観光地へのڑ཭は、観光地へのڑ཭が୹ければその観光地の魅力が

૿し、ڑ཭がԕくなると魅力は௿Լする。アϝχティは、観光地の場所そのものの特徴で

あり、観光客のॅډ場所にґ存ͤずಉ͡ものである。観光地のアϝχティが૿Ճするにつ

れて観光地の魅力は૿Ճするという2�。

　Ӌాߞ治؂म（2008）によれば、観光マーケティングの対象は、観光ཱྀ行者によるফඅ
ࠃʮ『Έࢼଌへのܭを及΅す要因についてʕʮ魅力度ʯڹ観光需要にӨ』（2006）ོ߂༟美・山内ాח 22

。ʯWPM��1、ᶺ�、10-�1ページࢽ交通学会ࡍ
2� ాଜਖ਼ل編著（2012）『観光地のアϝχティʕԿが観光客をҾきつけるかʕ』ന౧書房、８-10ページ。

アϝχティとは、観光客の観఺から見て観光地をָしく、շదにする場所としての特徴と見ている。

2�

観光交通サービスと観光マーケティングに関する実証分析（美藤信也）

活動である。ここでऔҾされる交׵෺はফඅ者が観光ཱྀ行をすることでಘたいとࢥってい

ること、すなわち、観光ཱྀ行をするফඅ者の目的であり、ޮ༻であるという24。

　Ϩス・ラϜζυン著Ԟ本উ඙༁（2004）によれば、観光のマーケλーの՝୊は、ීว的

にద༻できることを意味しているわけではない。観光のマーケλーは、৽しい՝୊に௚໘

し、ઓུ的࿮૊ΈでҐஔ付けられる必要がある。観光のマーケλーの՝୊は、ސ客セグϝ

ンτのよりྑいཧղ、ࢢ場へのアクセスのしやすさ、観光։発、目的地マーケティング等

という2�。

　Ӌాߞ治؂म（2008）によれば、交通ӡ༌業は、アクセス交通と地域内交通に分けるこ

とができる。マーケティング՝୊は、それͧれでҟなる一方、観光ཱྀ客༌ૹの観఺で考え

れば、交通ӡ༌業者の基本的なマーケティング՝୊は、利便性とշద性の提供にあると見

ている26。

　ଠా実・中島ஐ編著（2017）は、ۙ೥の観光ઓུについて、単にڝ߹するଞの移動手

段にউ利するかということではなく、ं（࿏ઢόス、λクγー等）、ધഫ、ۭߤといった

ଞの移動手段との提ܞをؚΜだ෯広い事業展։をいかに行うかという఺にあると見てい

る27。

　このことから、観光マーケティングの対象は、観光行動をするফඅ者であり、観光ཱྀ行

者によるফඅ活動であることがわかる。また、観光需要にӨڹを及΅す要因には、ᶃ観光

資源、ᶄアクセγビϦティ及びᶅ観光੓ࡦ・事業がある。さらに観光地の魅力を決める２

つの要因として、ᶃ観光地へのڑ཭、ᶄアϝχティがある。また観光ཱྀ客༌ૹの観఺で考

えれば、交通ӡ༌業者の基本的なマーケティング՝୊は、ʮ利便性ʯとʮշద性ʯの提供

にあることがわかる。また、ޙࠓの観光ઓུとしてଞの移動手段との提ܞをؚΜだ෯広い

事業展։をいかに行うかが重要である。

̒．Ϟσϧのߏஙとσーλʹ͍ͭͯ

　ここでߴ、 、をয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングのϞσルを構ஙしࢢ࡚

実証分析をしてΈよう。ઌずඃઆ໌ม਺について、大ڮত一編著（2017）は、観光のݪ఺

について、観光対象の動きはなく、観光を行うސ客すなわち人間が動くことが観光の本義

である。観光の࢓事は、人を動かすこととし、日常的な生活から཭れ、ଞの౔地で所ಘの
24 Ӌాߞ治؂म（2008）『地域ৼڵと観光ビジネス』ジΣイティービー能力։発、1�6ページ。
2� Ϩス・ラϜζυン著Ԟ本উ඙༁（2004）『観光のマーケティング』多լ出版、286-288ページ。
26 Ӌాߞ治؂म（2008）『地域ৼڵと観光ビジネス』ジΣイティービー能力։発、144-14�ページ。
27 ଠా実・中島ஐ編著（2017）『৽・観光を学ぶ』ീઍ代出版、74-7�ページ。
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ਤ̓ɹࢢ࡚ߴのओཁͳ観光ݯࢿの෼෍ʢචऀ࡞੒ʣ
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を及΅す要因を魅力度と見ていڹによれば、観光需要にӨ（2006）ོ߂༟美・山内ాח　

る。それには、観光資源、アクセスビϦティ及び観光੓ࡦ・事業という̏つの໘があると

している。観光資源があるだけでは魅力にならず、資源を活かすためには、それに対する

੓ࡦや事業が必要となり、また、アクセγビϦティも重要なҐஔを占めると見ている22。

　またాଜਖ਼ل編著（2012）によると、観光地へのڑ཭及びアϝχティが、観光地の魅力

を決める要因となる。観光地へのڑ཭は、観光地へのڑ཭が୹ければその観光地の魅力が

૿し、ڑ཭がԕくなると魅力は௿Լする。アϝχティは、観光地の場所そのものの特徴で

あり、観光客のॅډ場所にґ存ͤずಉ͡ものである。観光地のアϝχティが૿Ճするにつ

れて観光地の魅力は૿Ճするという2�。

　Ӌాߞ治؂म（2008）によれば、観光マーケティングの対象は、観光ཱྀ行者によるফඅ
ࠃʮ『Έࢼଌへのܭを及΅す要因についてʕʮ魅力度ʯڹ観光需要にӨ』（2006）ོ߂༟美・山内ాח 22

。ʯWPM��1、ᶺ�、10-�1ページࢽ交通学会ࡍ
2� ాଜਖ਼ل編著（2012）『観光地のアϝχティʕԿが観光客をҾきつけるかʕ』ന౧書房、８-10ページ。

アϝχティとは、観光客の観఺から見て観光地をָしく、շదにする場所としての特徴と見ている。

2�

観光交通サービスと観光マーケティングに関する実証分析（美藤信也）

活動である。ここでऔҾされる交׵෺はফඅ者が観光ཱྀ行をすることでಘたいとࢥってい

ること、すなわち、観光ཱྀ行をするফඅ者の目的であり、ޮ༻であるという24。

　Ϩス・ラϜζυン著Ԟ本উ඙༁（2004）によれば、観光のマーケλーの՝୊は、ීว的

にద༻できることを意味しているわけではない。観光のマーケλーは、৽しい՝୊に௚໘

し、ઓུ的࿮૊ΈでҐஔ付けられる必要がある。観光のマーケλーの՝୊は、ސ客セグϝ

ンτのよりྑいཧղ、ࢢ場へのアクセスのしやすさ、観光։発、目的地マーケティング等

という2�。

　Ӌాߞ治؂म（2008）によれば、交通ӡ༌業は、アクセス交通と地域内交通に分けるこ

とができる。マーケティング՝୊は、それͧれでҟなる一方、観光ཱྀ客༌ૹの観఺で考え

れば、交通ӡ༌業者の基本的なマーケティング՝୊は、利便性とշద性の提供にあると見

ている26。

　ଠా実・中島ஐ編著（2017）は、ۙ೥の観光ઓུについて、単にڝ߹するଞの移動手

段にউ利するかということではなく、ं（࿏ઢόス、λクγー等）、ધഫ、ۭߤといった

ଞの移動手段との提ܞをؚΜだ෯広い事業展։をいかに行うかという఺にあると見てい

る27。

　このことから、観光マーケティングの対象は、観光行動をするফඅ者であり、観光ཱྀ行

者によるফඅ活動であることがわかる。また、観光需要にӨڹを及΅す要因には、ᶃ観光

資源、ᶄアクセγビϦティ及びᶅ観光੓ࡦ・事業がある。さらに観光地の魅力を決める２

つの要因として、ᶃ観光地へのڑ཭、ᶄアϝχティがある。また観光ཱྀ客༌ૹの観఺で考

えれば、交通ӡ༌業者の基本的なマーケティング՝୊は、ʮ利便性ʯとʮշద性ʯの提供

にあることがわかる。また、ޙࠓの観光ઓུとしてଞの移動手段との提ܞをؚΜだ෯広い

事業展։をいかに行うかが重要である。

̒．Ϟσϧのߏஙとσーλʹ͍ͭͯ

　ここでߴ、 、をয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングのϞσルを構ஙしࢢ࡚

実証分析をしてΈよう。ઌずඃઆ໌ม਺について、大ڮত一編著（2017）は、観光のݪ఺

について、観光対象の動きはなく、観光を行うސ客すなわち人間が動くことが観光の本義

である。観光の࢓事は、人を動かすこととし、日常的な生活から཭れ、ଞの౔地で所ಘの
24 Ӌాߞ治؂म（2008）『地域ৼڵと観光ビジネス』ジΣイティービー能力։発、1�6ページ。
2� Ϩス・ラϜζυン著Ԟ本উ඙༁（2004）『観光のマーケティング』多լ出版、286-288ページ。
26 Ӌాߞ治؂म（2008）『地域ৼڵと観光ビジネス』ジΣイティービー能力։発、144-14�ページ。
27 ଠా実・中島ஐ編著（2017）『৽・観光を学ぶ』ീઍ代出版、74-7�ページ。
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ফඅ活動を行うことが観光と見ている28。

　そこでਤ̍のฏ成26೥度ࢢ࡚ߴのݝ内֎ผ観光入ࠐ客਺を見ていくと、ݝ֎からࢢ࡚ߴ

にདྷる観光客よりも܈അݝ内からࢢ࡚ߴにདྷる観光客が多いことや܈അݝ内からࢢ࡚ߴに

དྷる観光客が７割以上になっている29。またਤ２のฏ成26೥度ࢢ࡚ߴの日ؼり・॓ധผの

観光入ࠐ客਺を見ていくと、ࢢ࡚ߴへの॓ധの観光入ࠐ客਺よりも日ؼりの観光入ࠐ客਺

が΄΅９割に達している�0。これらの内༰を౿まえ、本ߘでは、ࢢ࡚ߴへの観光入ࠐ客਺

の中でも日ؼりの観光入ࠐ客਺をとりあ͛る。

　またઆ໌ม਺について、ڮߴ一෉・大௡ਖ਼࿨・٢ాॱ一著（2010）によれば、観光を構

成する重要な要素の̍つが交通手段である。交通手段は、観光者と観光対象の両者を結ぶ

観光媒体の役割を担うものとしている�1。

　塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）によれば、交通の整備と観光のଅਐ

は、૬ޓに関連している。つまり、観光交通は、アクセスのվળにより、観光ࢢ場を૑出

及び֦大する。そして観光交通の発達により、観光঎඼のՁ֨௿྿化および඼࣭向上をも

たらす。また観光産業のৼڵによって、ޏ༻ޮՌを生Έ出し、ফඅ支出、あるいはインフ

ラ整備の౤資を通͡て、地域։発ޮՌをもたらすと見ている�2。

　谷口知司編著（2010）によれば、交通は人の移動手段として、観光業を支える機能を持

ち、観光地発展の背景には交通手段の存在がある。地方交通手段の発達の程度が、当該地

域の観光業の行方を決定付ける要因となると見ている��。

　塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）によれば、観光交通利༻のެڞは、

機能໘の特性があり、利༻者は、実࣭的に、サービスそれͧれの特性を利༻時にൺֱし、

。い分けていると捉えている�4࢖

　さらに、ࢢ࡚ߴへのདྷ๚者に関する利༻交通機関を見てΈると、ᶃ࡚ߴӺपลへの交通

機関を見ると、ୈ̍Ґがిं（在དྷઢ）の�7�2ˋ、ୈ２ҐがࣗՈ༻ंの2��0ˋ、ୈ̏Ґが、

ిं（৽װઢ）の20�0ˋだった。ᶄ߫ࢢ࡚ߴ֎へのアクセスに対する交通機関を見ると、

ୈ̍ҐがࣗՈ༻ंの76�8ˋ、ୈ２Ґがஂ体όスの8�6ˋ、ୈ̏Ґが、ిं（在དྷઢ）の6�4ˋ

28 大ڮত一編著（2017）『ݱ代の観光とϒランυ』ಉจؗ出版、̏-10ページ。
結Ռʯ（ܭਪ）観光෺産՝（2014）ʮ観光客਺・ফඅֹௐࠪہ産業経済෦観光ݝഅ܈ 29
 IUUQ���UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�LBOLPV�
結Ռʯ（ܭਪ）観光෺産՝（2014）ʮ観光客਺・ফඅֹௐࠪہ産業経済෦観光ݝഅ܈ �0
 IUUQ���UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�LBOLPV�
。٢ాॱ一著（2010）『̍からの観光』੽学ࣷ、60ページ・一෉・大௡ਖ਼࿨ڮߴ �1
�2 塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、11ページ。
�� 谷口知司編著（2010）『観光ビジネス論』ミネルヴァ書房、44ページ。
�4 塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、6ページ。

�1

観光交通サービスと観光マーケティングに関する実証分析（美藤信也）

だった��。

　またాח༟美・山内（2006）ོ߂は、観光需要にӨڹを及΅す要因を魅力度として、観

光資源、アクセγビϦティ及び観光੓ࡦ・事業という̏つをあ͛ている�6。

　ాଜਖ਼ل編著（2012）によれば、観光地の魅力を決める２つの要因として、観光地への

཭及びアϝχティがあるという。アϝχティは多༷な要素から構成されている。アϝχڑ

ティの構成要素として、೶ச産෺・͝当地ྉཧ・޻芸඼や޻業੡඼・౔産෺・໊所やچ੻・

ྺ࢙と఻౷・ொฒΈや景観・ࣗવ・ީؾと෩౔・イϕンτやࡇり・ڷ౔芸能・॓ധࢪઃ・

Թઘ・テーマύーク・動෺ԂなͲࢪָޘઃ・ඦ՟店や঎店֗等の঎業ࢪઃ・美ज़ؗやത෺

ؗ等のจ化ࢪઃがあるとしている�7。

　これらの内༰を౿まえ、本ߘでは、観光交通の利༻手段の中でも、ࢢ࡚ߴへのདྷ๚者の

利༻度がߴい交通手段でありߴ、 、に৐り入れՄ能な代表的な交通手段であるᶃࣗ動ंࢢ࡚

ᶄ +3、ᶅ上信ిమをऔり入れる。また地域։発ޮՌをもたらすઃ備౤資や観光需要にӨ

。する༺࠾を及΅すアϝχティの代表的な構成要素となる੡඼出ՙֹをڹ

　ม਺のσーλの出所について、ᶃマイΧー（࡚ߴインλー利༻のं体୆਺）、ᶄ ߴ）3+

࡚Ӻの৐客਺）、ᶅ上信ిమ（࡚ߴӺの৐客਺）は、ࢢ࡚ߴが発行する౷قܭ報を༻い

た�8。ᶆ੡඼出ՙֹ（アϝχティ）、ᶇઃ備౤資は、܈അݝ౷ܭσーλを༻いた�9。ᶈࢢ࡚ߴ

の日ؼり観光入ࠐ客਺は、܈അݝ観光客਺・ফඅֹௐࠪ（ਪܭ）結Ռを࢖༻した40。Ϟσ

ルについては、ਤ８をࢀরされたい。本Ϟσルは、2000ʙ2014೥の14೥間をਪ定する。

　したがって、ࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングに関する基本

的フϨーϜϫークを決定する関਺がܗ成される。

ըʯܭڵ観光ৼࢢ࡚ߴ観光෦観光՝（2010）ʮ޻঎ࢢ࡚ߴ ��
 IUUQ���XXX�DJUZ�UBLBTBLJ�HVONB�KQ�EPDT�2014011701847�pMFT�LBOLPV�LFJLBLV�QEG
ࡍࠃ『Έࢼଌへのܭを及΅す要因についてʕʮ魅力度ʯڹ観光需要にӨ』（2006）ོ߂༟美・山内ాח �6

交通学会ࢽ WPM��1、ᶺ�、10-�1ページ。
�7 ాଜਖ਼ل編著（2012）『観光地のアϝχティʕԿが観光客をҾきつけるかʕ』ന౧書房、８-10ページ。
�IUUQ���XXX�DJUZ�UBLBTBLJ�HVONB�KQ�EPDT�201�122401189『報قܭ౷ࢢ࡚ߴ』（2014-2000）ࢢ࡚ߴ �8
。協会ܭ౷ݝഅ܈ୈ44、4�、46、47、48、49、�0、�1ճ『೥ؑܭ౷ݝഅ܈』՝（2000-200�）ܭը෦౷اݝഅ܈ �9

՝（2007-2014）ܭը෦౷اݝഅ܈。協会ܭ౷ݝഅ܈ୈ�2ճ『೥ؑܭ౷ݝഅ܈』協会（2006）ܭ౷ݝഅ܈
。協会ܭ౷ݝഅ܈ୈ��、�4、��、�6、�7、�8ճ『೥ؑܭ౷ݝഅ܈』

���結ՌʯIUUQ（ܭਪ）観光෺産՝（2009-2014）ʮ観光客਺・ফඅֹௐࠪہ産業経済෦観光ݝഅ܈ 40
UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�LBOLPV� 観光෺産՝（2000-2008）ʮ観光客਺・ফඅֹௐہ産業経済෦観光ݝഅ܈
ࠪ（ਪܭ）結ՌʯIUUQ���UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�DHJ�CJO�qJTU�DHJ EJS�UPVLFJ�47�040�0100��COSJ 
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ফඅ活動を行うことが観光と見ている28。

　そこでਤ̍のฏ成26೥度ࢢ࡚ߴのݝ内֎ผ観光入ࠐ客਺を見ていくと、ݝ֎からࢢ࡚ߴ

にདྷる観光客よりも܈അݝ内からࢢ࡚ߴにདྷる観光客が多いことや܈അݝ内からࢢ࡚ߴに

དྷる観光客が７割以上になっている29。またਤ２のฏ成26೥度ࢢ࡚ߴの日ؼり・॓ധผの

観光入ࠐ客਺を見ていくと、ࢢ࡚ߴへの॓ധの観光入ࠐ客਺よりも日ؼりの観光入ࠐ客਺

が΄΅９割に達している�0。これらの内༰を౿まえ、本ߘでは、ࢢ࡚ߴへの観光入ࠐ客਺

の中でも日ؼりの観光入ࠐ客਺をとりあ͛る。

　またઆ໌ม਺について、ڮߴ一෉・大௡ਖ਼࿨・٢ాॱ一著（2010）によれば、観光を構

成する重要な要素の̍つが交通手段である。交通手段は、観光者と観光対象の両者を結ぶ

観光媒体の役割を担うものとしている�1。

　塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）によれば、交通の整備と観光のଅਐ

は、૬ޓに関連している。つまり、観光交通は、アクセスのվળにより、観光ࢢ場を૑出

及び֦大する。そして観光交通の発達により、観光঎඼のՁ֨௿྿化および඼࣭向上をも

たらす。また観光産業のৼڵによって、ޏ༻ޮՌを生Έ出し、ফඅ支出、あるいはインフ

ラ整備の౤資を通͡て、地域։発ޮՌをもたらすと見ている�2。

　谷口知司編著（2010）によれば、交通は人の移動手段として、観光業を支える機能を持

ち、観光地発展の背景には交通手段の存在がある。地方交通手段の発達の程度が、当該地

域の観光業の行方を決定付ける要因となると見ている��。

　塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）によれば、観光交通利༻のެڞは、

機能໘の特性があり、利༻者は、実࣭的に、サービスそれͧれの特性を利༻時にൺֱし、

。い分けていると捉えている�4࢖

　さらに、ࢢ࡚ߴへのདྷ๚者に関する利༻交通機関を見てΈると、ᶃ࡚ߴӺपลへの交通

機関を見ると、ୈ̍Ґがిं（在དྷઢ）の�7�2ˋ、ୈ２ҐがࣗՈ༻ंの2��0ˋ、ୈ̏Ґが、

ిं（৽װઢ）の20�0ˋだった。ᶄ߫ࢢ࡚ߴ֎へのアクセスに対する交通機関を見ると、

ୈ̍ҐがࣗՈ༻ंの76�8ˋ、ୈ２Ґがஂ体όスの8�6ˋ、ୈ̏Ґが、ిं（在དྷઢ）の6�4ˋ

28 大ڮত一編著（2017）『ݱ代の観光とϒランυ』ಉจؗ出版、̏-10ページ。
結Ռʯ（ܭਪ）観光෺産՝（2014）ʮ観光客਺・ফඅֹௐࠪہ産業経済෦観光ݝഅ܈ 29
 IUUQ���UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�LBOLPV�
結Ռʯ（ܭਪ）観光෺産՝（2014）ʮ観光客਺・ফඅֹௐࠪہ産業経済෦観光ݝഅ܈ �0
 IUUQ���UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�LBOLPV�
。٢ాॱ一著（2010）『̍からの観光』੽学ࣷ、60ページ・一෉・大௡ਖ਼࿨ڮߴ �1
�2 塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、11ページ。
�� 谷口知司編著（2010）『観光ビジネス論』ミネルヴァ書房、44ページ。
�4 塩見英治・堀雅道・島川崇・小島克己編著（2017）『観光交通ビジネス』成山堂書店、6ページ。

�1

観光交通サービスと観光マーケティングに関する実証分析（美藤信也）

だった��。

　またాח༟美・山内（2006）ོ߂は、観光需要にӨڹを及΅す要因を魅力度として、観

光資源、アクセγビϦティ及び観光੓ࡦ・事業という̏つをあ͛ている�6。

　ాଜਖ਼ل編著（2012）によれば、観光地の魅力を決める２つの要因として、観光地への

཭及びアϝχティがあるという。アϝχティは多༷な要素から構成されている。アϝχڑ

ティの構成要素として、೶ச産෺・͝当地ྉཧ・޻芸඼や޻業੡඼・౔産෺・໊所やچ੻・

ྺ࢙と఻౷・ொฒΈや景観・ࣗવ・ީؾと෩౔・イϕンτやࡇり・ڷ౔芸能・॓ധࢪઃ・

Թઘ・テーマύーク・動෺ԂなͲࢪָޘઃ・ඦ՟店や঎店֗等の঎業ࢪઃ・美ज़ؗやത෺

ؗ等のจ化ࢪઃがあるとしている�7。

　これらの内༰を౿まえ、本ߘでは、観光交通の利༻手段の中でも、ࢢ࡚ߴへのདྷ๚者の

利༻度がߴい交通手段でありߴ、 、に৐り入れՄ能な代表的な交通手段であるᶃࣗ動ंࢢ࡚

ᶄ +3、ᶅ上信ిమをऔり入れる。また地域։発ޮՌをもたらすઃ備౤資や観光需要にӨ

。する༺࠾を及΅すアϝχティの代表的な構成要素となる੡඼出ՙֹをڹ

　ม਺のσーλの出所について、ᶃマイΧー（࡚ߴインλー利༻のं体୆਺）、ᶄ ߴ）3+

࡚Ӻの৐客਺）、ᶅ上信ిమ（࡚ߴӺの৐客਺）は、ࢢ࡚ߴが発行する౷قܭ報を༻い

た�8。ᶆ੡඼出ՙֹ（アϝχティ）、ᶇઃ備౤資は、܈അݝ౷ܭσーλを༻いた�9。ᶈࢢ࡚ߴ

の日ؼり観光入ࠐ客਺は、܈അݝ観光客਺・ফඅֹௐࠪ（ਪܭ）結Ռを࢖༻した40。Ϟσ

ルについては、ਤ８をࢀরされたい。本Ϟσルは、2000ʙ2014೥の14೥間をਪ定する。

　したがって、ࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングに関する基本

的フϨーϜϫークを決定する関਺がܗ成される。

ըʯܭڵ観光ৼࢢ࡚ߴ観光෦観光՝（2010）ʮ޻঎ࢢ࡚ߴ ��
 IUUQ���XXX�DJUZ�UBLBTBLJ�HVONB�KQ�EPDT�2014011701847�pMFT�LBOLPV�LFJLBLV�QEG
ࡍࠃ『Έࢼଌへのܭを及΅す要因についてʕʮ魅力度ʯڹ観光需要にӨ』（2006）ོ߂༟美・山内ాח �6

交通学会ࢽ WPM��1、ᶺ�、10-�1ページ。
�7 ాଜਖ਼ل編著（2012）『観光地のアϝχティʕԿが観光客をҾきつけるかʕ』ന౧書房、８-10ページ。
�IUUQ���XXX�DJUZ�UBLBTBLJ�HVONB�KQ�EPDT�201�122401189『報قܭ౷ࢢ࡚ߴ』（2014-2000）ࢢ࡚ߴ �8
。協会ܭ౷ݝഅ܈ୈ44、4�、46、47、48、49、�0、�1ճ『೥ؑܭ౷ݝഅ܈』՝（2000-200�）ܭը෦౷اݝഅ܈ �9

՝（2007-2014）ܭը෦౷اݝഅ܈。協会ܭ౷ݝഅ܈ୈ�2ճ『೥ؑܭ౷ݝഅ܈』協会（2006）ܭ౷ݝഅ܈
。協会ܭ౷ݝഅ܈ୈ��、�4、��、�6、�7、�8ճ『೥ؑܭ౷ݝഅ܈』

���結ՌʯIUUQ（ܭਪ）観光෺産՝（2009-2014）ʮ観光客਺・ফඅֹௐࠪہ産業経済෦観光ݝഅ܈ 40
UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�LBOLPV� 観光෺産՝（2000-2008）ʮ観光客਺・ফඅֹௐہ産業経済෦観光ݝഅ܈
ࠪ（ਪܭ）結ՌʯIUUQ���UPVLFJ�QSFG�HVONB�KQ�DHJ�CJO�qJTU�DHJ EJS�UPVLFJ�47�040�0100��COSJ 
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 ߴ（̍） ʹ客਺ࠐり観光入ؼへの日ࢢ࡚ G（̍ɽ+3、２ɽ上信ిమ、̏ ɽࣗ 動ं、̐ ɽઃ備౤資、

５ɽ੡඼出ՙֹ）

　上هのࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光マーケティング関਺をそれͧれ対਺

ઢࣜ࣍̍ܕによって特定化した上で、重ճؼ分析による࠷小２৐ਪ定๏によりਪ定した。

その結Ռは、表２のとおりである41。ここで、3#2はࣗ༝度मਖ਼済Έ決定係਺、4& はਪ定஋

のඪ४8%、ࠩޡ はμービンϫτιン౷ྔܭ、/ はサンϓル਺、係਺のԣのΧοί内の਺

஋は、U �定ྔであり、Bݕ ̍�、C� ５�、D�10�、E�20� でそれͧれ༗意であることをࣔす。

ਤ̔ɹߴ� ຊతϑϨーϜجΛয఺と͢Δ観光交通サービスと観光ϚーέςΟϯάʹؔ͢Δࢢ࡚
ϫーΫʢஶऀ࡞੒ʣ

ද̎ɹࢢ࡚ߴΛয఺と͢Δ観光交通サービスと観光ϚーέςΟϯάʹؔ͢Δਪఆ݁Ռ

決定因のৄࡉ
客਺ࠐり観光入ؼへの日ࢢ࡚ߴ

ඇඪ४化係਺ ඪ४化係਺
+3 -2���6（-1�8�4）̰ -0��22
上信ిమ 0�782（ 1�221）̳ 0�286
ࣗՈ༻ं 1�248（ �����）̰ 0�6�2
ઃ備౤資 0��47（ 4�284）̰ 0�661
੡඼出ՙֹ 0��64（ 1�2�9）̳ 0�182
定਺߲ 14���7
3#2ɿ4& 0�882  �0�098
%8ɿ/ 1�2�   �14

41 Լهの（1）と（2）が、ਪ定結Ռのࣜである。
 （1）-O（ࢢ࡚ߴへの日ؼり観光入ࠐ客਺）́ 14���7-2���6-O（+3）ɹ 0�782-O（上信ిమ）
　　　　　　　　（-1�8�4B）　　　　　　　　（1�221E）      
　　　　　　　　　　　　　　ʴ1�284-O（ࣗՈ༻ं）ɹ 0��47-O（ઃ備౤資）ɹ 0��64-O（੡඼出ՙֹ）　
　　　　　　　　　　　　　　　（�����B）　（4�284B）（1�2�9E）
 3#2�0�882、4&�0�098、%8�1�2�、/�14

��

観光交通サービスと観光マーケティングに関する実証分析（美藤信也）

̓．ਪఆ݁Ռの࡯ߟ

し࡯をয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングに関するਪ定結Ռを考ࢢ࡚ߴ　

よう。ࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングを構ஙするための決定

因として౷ܭ的に༗意であったのは、+3 の利༻者、上信ిమの利༻者、マイΧーの利༻者、

ઃ備౤資及び੡඼出ՙֹ（アϝχティ）である。このことから、ࢢ࡚ߴをয఺とする観光

交通サービスと観光マーケティングの +3 の利༻者、上信ిమの利༻者、マイΧーの利༻者、

ઃ備౤資及び੡඼出ՙֹ（アϝχティ）の観఺が重要であるといえよう。

　またࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングを構ஙするための決定

因として౷ܭ的に༗意であったのは、上信ిమの利༻者、マイΧーの利༻者、ઃ備౤資及

び੡඼出ՙ （ֹアϝχティ）のਖ਼のӨڹである。つまりߴ、 をয఺とする観光交通サーࢢ࡚

ビスと観光マーケティングの構ஙをߴめるためには、上信ిమの利༻者、マイΧーの利༻

者、ઃ備౤資及び੡඼出ՙֹ（アϝχティ）の૿Ճが、ϓラスのӨڹを及΅していること

がࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光需要をߴめるには、上信ిమの利༻者、マ

イΧーの利༻者、ઃ備౤資及び੡඼出ՙֹ（アϝχティ）の૿Ճが必要৚݅であるとݴえ

よう。

　一方、+3 の決定因は、ෛのӨڹである。このことは、ࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サー

ビスと観光マーケティングの構ஙに対し、+3 を利༻した観光客の૿Ճがまだまだे分で

はないことがࣔࠦされよう。つまり、ࢢ࡚ߴへのདྷ๚者に人ؾのある観光資源は、࡚ߴӺ

から཭れた߫ࢢ࡚ߴ֎にҐஔし、さらに֤々の観光資源が཭れているঢ়گを考ྀすると、

Ӻから֤観光地に行くためのೋ࣍交通がෆे分であることがಡΈऔれよう。これらを࡚ߴ

౿まえ、ޙࠓのࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングの構ஙに対す

る +3 を利༻した観光客の૿Ճがߴ、 をয఺とする観光交通サービスと観光マーケティࢢ࡚

ングの構ஙのݤをѲるといえよう。ݴい׵えれば、࡚ߴӺから֤観光地に行くためのアク

セスのしやすさを基࣠とするೋ࣍交通の整備及び観光客が観光地へ行くためのڑ཭が୹く

。るような交通ӡ༌業者の利便性やշద性の提供が重要となるであΖう͡ײ

̔．·とΊとల๬

　以上において、ࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングに関する実

証分析を行った。交通サービスは、人々の生活にෆՄܽな移動という重要な社会インフラ

としての役割を持ち、観光者と人々の観光行動の目的となる観光の両者を結ぶ観光媒体の

（�2）
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 ߴ（̍） ʹ客਺ࠐり観光入ؼへの日ࢢ࡚ G（̍ɽ+3、２ɽ上信ిమ、̏ ɽࣗ 動ं、̐ ɽઃ備౤資、

５ɽ੡඼出ՙֹ）

　上هのࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光マーケティング関਺をそれͧれ対਺

ઢࣜ࣍̍ܕによって特定化した上で、重ճؼ分析による࠷小２৐ਪ定๏によりਪ定した。

その結Ռは、表２のとおりである41。ここで、3#2はࣗ༝度मਖ਼済Έ決定係਺、4& はਪ定஋

のඪ४8%、ࠩޡ はμービンϫτιン౷ྔܭ、/ はサンϓル਺、係਺のԣのΧοί内の਺

஋は、U �定ྔであり、Bݕ ̍�、C� ５�、D�10�、E�20� でそれͧれ༗意であることをࣔす。

ਤ̔ɹߴ� ຊతϑϨーϜجΛয఺と͢Δ観光交通サービスと観光ϚーέςΟϯάʹؔ͢Δࢢ࡚
ϫーΫʢஶऀ࡞੒ʣ

ද̎ɹࢢ࡚ߴΛয఺と͢Δ観光交通サービスと観光ϚーέςΟϯάʹؔ͢Δਪఆ݁Ռ

決定因のৄࡉ
客਺ࠐり観光入ؼへの日ࢢ࡚ߴ

ඇඪ४化係਺ ඪ४化係਺
+3 -2���6（-1�8�4）̰ -0��22
上信ిమ 0�782（ 1�221）̳ 0�286
ࣗՈ༻ं 1�248（ �����）̰ 0�6�2
ઃ備౤資 0��47（ 4�284）̰ 0�661
੡඼出ՙֹ 0��64（ 1�2�9）̳ 0�182
定਺߲ 14���7
3#2ɿ4& 0�882  �0�098
%8ɿ/ 1�2�   �14

41 Լهの（1）と（2）が、ਪ定結Ռのࣜである。
 （1）-O（ࢢ࡚ߴへの日ؼり観光入ࠐ客਺）́ 14���7-2���6-O（+3）ɹ 0�782-O（上信ిమ）
　　　　　　　　（-1�8�4B）　　　　　　　　（1�221E）      
　　　　　　　　　　　　　　ʴ1�284-O（ࣗՈ༻ं）ɹ 0��47-O（ઃ備౤資）ɹ 0��64-O（੡඼出ՙֹ）　
　　　　　　　　　　　　　　　（�����B）　（4�284B）（1�2�9E）
 3#2�0�882、4&�0�098、%8�1�2�、/�14
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観光交通サービスと観光マーケティングに関する実証分析（美藤信也）

̓．ਪఆ݁Ռの࡯ߟ

し࡯をয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングに関するਪ定結Ռを考ࢢ࡚ߴ　

よう。ࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングを構ஙするための決定

因として౷ܭ的に༗意であったのは、+3 の利༻者、上信ిమの利༻者、マイΧーの利༻者、

ઃ備౤資及び੡඼出ՙֹ（アϝχティ）である。このことから、ࢢ࡚ߴをয఺とする観光

交通サービスと観光マーケティングの +3 の利༻者、上信ిమの利༻者、マイΧーの利༻者、

ઃ備౤資及び੡඼出ՙֹ（アϝχティ）の観఺が重要であるといえよう。

　またࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングを構ஙするための決定

因として౷ܭ的に༗意であったのは、上信ిమの利༻者、マイΧーの利༻者、ઃ備౤資及

び੡඼出ՙ （ֹアϝχティ）のਖ਼のӨڹである。つまりߴ、 をয఺とする観光交通サーࢢ࡚

ビスと観光マーケティングの構ஙをߴめるためには、上信ిమの利༻者、マイΧーの利༻

者、ઃ備౤資及び੡඼出ՙֹ（アϝχティ）の૿Ճが、ϓラスのӨڹを及΅していること

がࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光需要をߴめるには、上信ిమの利༻者、マ

イΧーの利༻者、ઃ備౤資及び੡඼出ՙֹ（アϝχティ）の૿Ճが必要৚݅であるとݴえ

よう。

　一方、+3 の決定因は、ෛのӨڹである。このことは、ࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サー

ビスと観光マーケティングの構ஙに対し、+3 を利༻した観光客の૿Ճがまだまだे分で

はないことがࣔࠦされよう。つまり、ࢢ࡚ߴへのདྷ๚者に人ؾのある観光資源は、࡚ߴӺ

から཭れた߫ࢢ࡚ߴ֎にҐஔし、さらに֤々の観光資源が཭れているঢ়گを考ྀすると、

Ӻから֤観光地に行くためのೋ࣍交通がෆे分であることがಡΈऔれよう。これらを࡚ߴ

౿まえ、ޙࠓのࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングの構ஙに対す

る +3 を利༻した観光客の૿Ճがߴ、 をয఺とする観光交通サービスと観光マーケティࢢ࡚

ングの構ஙのݤをѲるといえよう。ݴい׵えれば、࡚ߴӺから֤観光地に行くためのアク

セスのしやすさを基࣠とするೋ࣍交通の整備及び観光客が観光地へ行くためのڑ཭が୹く

。るような交通ӡ༌業者の利便性やշద性の提供が重要となるであΖう͡ײ

̔．·とΊとల๬

　以上において、ࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングに関する実

証分析を行った。交通サービスは、人々の生活にෆՄܽな移動という重要な社会インフラ

としての役割を持ち、観光者と人々の観光行動の目的となる観光の両者を結ぶ観光媒体の
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役割を担うものである。観光サービスと交通サービスの両方をࢹ఺とするビジネスが、当

該地域の産業経済や地域経済の発展及び活性化に貢献する。

　また観光交通は、観光のために利༻される交通手段であり、観光を目的としている移動

である。観光交通は、アクセスのվળにより、観光ࢢ場を૑出及び֦大さͤる。また観光

産業のৼڵから、ޏ༻ޮՌを生Έ出す。さらに観光交通は、ফඅ支出、あるいはインフラ

整備の౤資を通͡て、地域։発ޮՌをもたらす。

　観光マーケティングの対象は、観光行動をするফඅ者であり、ݴい׵えれば観光ཱྀ行者

によるফඅ活動である。観光需要にӨڹを及΅す要因には、観光資源、アクセγビϦティ

及び観光੓ࡦ・事業の̏つがある。さらに観光地の魅力を決める２つの要因として、観光

地へのڑ཭やアϝχティがある。

　一方、ࢢ࡚ߴをয఺とする観光交通サービスと観光マーケティングを見てΈると、࡚ߴ

༗の観光資ݻ及び਀໊山等のࣗવ資源等の地域ࣉ観Ի、গྛ山達ຏ࡚ߴ、の観光資源はࢢ

源が๛෋である一方、観光資源の分෍を捉えると、࡚ߴӺपลではなく、߫ࢢ࡚ߴ֎で֤

観光資源が཭れたڑ཭にある。

　またࢢ࡚ߴへの観光入ࠐ客は、܈അݝ֎から観光にདྷる観光客よりもΉしΖ܈അݝ内に

ॅΉ人が、日ؼりでࢢ࡚ߴに観光にདྷる観光客が多い。ࢢ࡚ߴへのདྷ๚者が利༻した交通

機関は、ࣗՈ༻ंの割߹がとてもߴいことがわかった。また޻੡඼出ՙֹを中৺とするア

ϝχティや地域։発ޮՌをもたらすઃ備౤資は、े分ߴめられていた。ޙࠓは、܈അݝ内

からࢢ࡚ߴへのདྷ๚者をߴめることはもちΖΜのこと、܈അݝ֎からのདྷ๚者をߴめるこ

とがさらに必要であΖう。そのࡍ、ࣗՈ༻ंを利༻するࢢ࡚ߴへのདྷ๚者だけではなく、

在དྷઢや৽װઢなͲを利༻するࢢ࡚ߴへのདྷ๚者をߴめた観光マーケティングのऔり૊Έ

が重要となΖう。特に在དྷઢや৽װઢなͲを利༻した࡚ߴӺपลのさらなるདྷ๚者の૿Ճ

からさらに߫ࢢ࡚ߴ֎へのより一૚のདྷ๚者の૿Ճがظ଴されよう。そのݱ、ࡍ在૿Ճし

ている๚日֎ࠃ人ཱྀ行者のऔりࠐΈ、さらなるアϝχティのॆ実や֤地域とともにऔり૊

Ή観光ৼڵや観光੓ࡦ・事業がٻめられよう。またԿよりも࡚ߴӺから֤観光地に行くた

めのアクセスのしやすさをߴめるೋ࣍交通の整備が重要となΖう。つまり、観光客が観光

地へ行くためのڑ཭が୹く͡ײるような交通ӡ༌業者の利便性やշద性の提供、地域内交

通をࢹ఺としたଞの移動手段との連ڞ・ܞ存及びࢢ࡚ߴに関する 13 等のϓϩϞーγϣン

活動をؚめた観光マーケティングが地域の産業経済や地域経済の発展及び活性化にد༩す

ることになΖう。
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